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※ 次回の「弘法さん」縁日は３月４日 (木 ) です。
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三河新四国八十八ヶ所マップ
（69・70番　泰涼山勝山寺、71・72番　梅香山縁心寺）

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
春
が
待
ち
遠
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
含
め
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

   

昨
年
か
ら
お
伝
え
し
て
い
る
三
河
新
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
。
今
月
は
西
尾
市
の
旧
市

街
に
入
り
ま
す
。

★
足
利
宗
家
と
吉
良
荘

   

六
十
九
番
に
向
か
う
前
に
、
こ
の
地
域
の

歴
史
を
散
策
し
ま
し
ょ
う
。

   

古
代
に
お
い
て
は
熊
来
郷
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
の
地
域
。
十
六
世
紀
頃
に
西
尾
と
い
う

地
名
が
文
献
に
登
場
し
ま
す
。

   

こ
の
地
域
は
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
安
時
代
に
吉
良
荘
と
い
う
荘
園
が
置
か
れ

ま
す
。
江
戸
時
代
の
赤
穂
浪
士
事
件
に
登
場

す
る
吉
良
上
野
介
（
吉
良
義
央
）
の
領
地
は

当
地
で
す
。

   

吉
良
姓
は
吉
良
荘
に
由
来
し
ま
す
。
歴
史

は
常
に
偏
っ
た
伝
わ
り
方
を
し
ま
す
。
赤
穂

浪
士
事
件
で
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
し
て
い
る

吉
良
上
野
介
は
地
元
で
は
名
君
と
し
て
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。

   

赤
穂
浪
士
事
件
か
ら
遡
る
こ
と
約
五
百
年
、

鎌
倉
時
代
に
は
矢
作
川
の
両
岸
は
西
条
と
東

条
と
呼
ば
れ
、
足
利
宗
家
三
代
の
足
利
義
氏

が
西
条
城
と
東
条
城
を
築
き
、
庶
子
で
あ
る

長
氏
と
義
継
に
吉
良
姓
を
名
乗
ら
せ
て
城
主

に
任
じ
た
こ
と
か
ら
吉
良
氏
が
発
祥
し
ま
し

た
。

   

吉
良
氏
は
や
が
て
駿
河
守
護
今
川
義
元
の

配
下
に
な
り
ま
し
た
が
、
桶
狭
間
の
戦
い
で

義
元
が
没
す
る
と
、
岡
崎
城
の
松
平
元
康
（
の

ち
の
徳
川
家
康
）
か
ら
攻
め
ら
れ
、
元
康
家

臣
の
酒
井
正
親
が
西
条
城
を
奪
い
、
西
尾
城

と
改
称
し
ま
し
た
。

   

酒
井
正
親
は
、
元
康
家
臣
団
の
中
で
初
め

て
城
主
に
任
命
さ
れ
た
武
将
で
す
。

   
西
尾
城
は
「
鶴
城
」
「
鶴
ヶ
城
」
「
錦
丘

城
」
な
ど
、
多
く
の
別
名
を
持
つ
名
城
で
す
。

   

江
戸
時
代
に
は
西
尾
藩
と
な
り
、
藩
主
は

初
代
の
本
多
氏
か
ら
、
松
平
氏
、
太
田
氏
、
井

伊
氏
、
増
山
氏
、
土
井
氏
、
三
浦
氏
、
松
平

氏
と
移
り
変
わ
り
、
三
浦
氏
の
時
代
に
建
て

ら
れ
た
の
が
勝
山
寺
で
す
。

★
西
尾
城
主
念
持
仏

   

六
十
七
・
六
十
八
番
か
ら
名
鉄
蒲
郡
線
を

越
え
て
北
上
。
や
が
て
名
鉄
西
尾
線
も
横
切

り
な
が
ら
北
に
進
む
こ
と
約
十
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
西
尾
市
旧
市
街
に
入
り
、
西
尾
駅
の

西
側
の
住
宅
や
商
店
が
立
ち
並
ぶ
中
に
あ
る

の
が
六
十
九
番
、
泰
涼
山
勝
山
寺
。
真
言
宗

醍
醐
派
の
お
寺
で
す
。

   

西
尾
城
下
に
あ
る
勝
山
寺
。
一
七
四
八
年
、

当
時
の
西
尾
城
主
は
三
浦
義
理
。

   

所
替
え
（
幕
府
の
命
令
に
よ
る
言
わ
ば
転

勤
）
の
夢
を
見
て
、
こ
の
地
に
残
り
た
い
と

思
っ
た
義
理
が
鬼
門
除
け
の
た
め
に
城
下
に

建
て
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

   

江
戸
幕
府
は
大
名
の
勢
力
を
削
ぐ
た
め
に
、

頻
繁
に
所
替
え
を
命
じ
ま
し
た
。
所
替
え
に

翻
弄
さ
れ
た
当
時
の
大
名
心
理
が
垣
間
見
え

る
勝
山
寺
の
縁
起
で
す
。

   

七
年
後
の
一
七
五
五
年
、
現
在
地
に
移
築

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
代
々
の
西
尾
城
主
が
念

持
仏
と
し
て
信
仰
し
た
不
動
明
王
が
ご
本
尊

に
な
っ
て
い
ま
す
。

   

七
十
番
は
本
堂
左
奥
の
明
王
殿
で
す
。
石

仏
が
並
ぶ
参
道
を
巡
る
と
お
砂
踏
み
が
で
き

ま
す
。

　
　

ご
本
尊
（
六
十
九
番
）
不
動
明
王

　
　

ご
本
尊
（
七
十
番
）
弘
法
大
師

　
　

ご
詠
歌　

身
の
中
の

悪
し
き
非
行
を
打
ち
す
て
て

み
な
勝
山
を 

望
み
祈
れ
よ

★
釈
迦
涅
槃
絵
図

   

六
十
九
・
七
十
番
か
ら
旧
市
街
を
約
五
百

メ
ー
ト
ル
西
に
進
む
と
七
十
一
番
、
梅
香
山

縁
心
寺
。
浄
土
宗
の
お
寺
で
す
。

   

一
六
〇
二
年
、
初
代
西
尾
藩
主
の
本
多
康

俊
が
、
実
父
で
あ
り
徳
川
家
康
の
重
臣
で
あ

っ
た
酒
井
忠
次
追
善
の
た
め
に
建
立
し
ま
し

た
。
寺
号
は
実
父
の
戒
名
（
高
月
縁
心
大
居

士
）
に
因
ん
で
縁
心
寺
と
な
り
ま
し
た
。

   

一
六
一
七
年
、
康
俊
は
近
江
膳
所
藩
初
代

藩
主
と
し
て
所
替
え
に
な
り
、
寺
も
近
江
に

移
り
ま
し
た
。

   

し
か
し
、
四
年
後
の
一
六
二
一
年
、
康
俊

が
逝
去
。
康
俊
を
慕
う
当
地
の
人
々
が
、
供

養
の
た
め
に
現
在
地
に
同
名
の
寺
を
建
立
。

康
俊
の
戒
名
（
梅
香
院
殿
英
誉
輝
厳
縁
崇
大

居
士
）
に
因
ん
で
、
院
号
は
梅
香
院
と
な
り

ま
し
た
。

   

一
八
六
九
年
、
地
元
絵
師
に
よ
っ
て
描
か

れ
た
巨
大
な
釈
迦
涅
槃
絵
図
、
地
獄
大
絵
図

が
本
堂
内
に
奉
じ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
内
陣

に
は
阿
弥
陀
如
来
、
び
ん
ず
る
尊
者
、
境
内

に
は
青
銅
の
大
地
蔵
尊
が
奉
安
さ
れ
て
い
ま

す
。

   

七
十
二
番
は
、
本
堂
内
の
輝
巌
殿
。
浄
土

宗
の
お
寺
で
あ
り
、
法
然
上
人
の
三
河
二
十

五
霊
場
十
四
番
札
所
で
も
あ
る
た
め
、
弘
法

大
師
像
は
本
堂
内
の
右
隅
に
ひ
っ
そ
り
と
奉

安
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

ご
本
尊
（
七
十
一
番
）
阿
弥
陀
如
来

　
　

ご
本
尊
（
七
十
二
番
）
弘
法
大
師

　
　

ご
詠
歌　

名
に
し
お
う 

実
り
の
里
に

こ
の
花
を 

香
れ
る
山
の

奥
ぞ
ゆ
か
し
き

★
大
浜
寺
町
の
碧
南
へ

   

来
月
は
碧
南
市
に
入
り
ま
す
。
律
令
時
代

の
碧
海
郡
の
南
部
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

碧
南
と
い
う
地
名
が
つ
き
ま
し
た
。

   

古
く
は
大
浜
郷
と
呼
ば
れ
、
衣
浦
湾
に
面

し
て
大
浜
湊
を
擁
し
た
海
上
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
衣
浦
湾
、
知
多
湾
の
対

岸
は
、
知
多
四
国
の
半
田
市
と
武
豊
町
で
す
。

   

寺
院
が
密
集
す
る
大
浜
は
大
浜
寺
町
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
乞
ご
期
待
。

   


